
　

記
録
的
な
猛
暑
も
去
り
、
秋
の
深
ま
り
の
感

じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
、
会
員
の
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
本
年
も
、
恒
例

と
な
り
ま
し
た
、
年
に
一
度
の
親
和
会
総
会
・

懇
親
会
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
を
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
し
て
二
年
目

と
な
る
本
年
の
懇
親
会
で
は
、
現
在
の
工
学
部

化
学
・
生
命
系
三
学
科
・
専
攻
の
近
況
の
ご
報

告
の
他
、
親
和
会
会
員
の
皆
様
に
旧
交
を
温
め

て
頂
く
た
め
の
様
々
な
仕
掛
け
を
ご
用
意
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
あ
の
先
生

は
？
／
同
期
の
彼
は
？
／
あ
の
娘
は
？
／
な
ど

懐
か
し
い
方
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
、
出
来
る

限
り
お
応
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
幹
事
一
同
、

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
回
は
ご
都
合
が
つ
か
な
い
、

と
い
う
方
か
ら
の
、
親
和
会
・
懇
親
会
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

日　　時：11月23日（火・祝日）　16：00～18：00
場　　所：東京大学本郷キャンパス　山上会館　地階　御殿
会　　費：前納　　7,000円（同封の振込用紙をご利用下さい）
　　　　　当日　　9,000円
　　　　　☆昭和32年以前ご卒業　前納　　4,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　当日　　5,000円
運営幹事：昭和60年卒・平成７年卒
参加者情報：URL　http://www.chem.t.u-tokyo.ac.jp/shinna/ 

浅野正門浅野正門
弥生門弥生門

正門正門 本郷通り本郷通り 赤門赤門山上会館山上会館山上会館

浅野正門
弥生門

正門 本郷通り 赤門

　

根
岸
英
一
先
生
（
パ
デ
ュ
ー
大
学
特

別
教
授
）
が
2
0
1
0
年
度
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
受
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

根
岸
先
生
は
昭
和
33
年
工
学
部
応
用

化
学
科
（
現
在
の
化
学
・
生
命
系
３
学

科
）
を
卒
業
さ
れ
た
親
和
会
会
員
で
あ

り
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

親
和
会
会
長　

加
治　

久
継



《
平
成
21
年
度
会
計
報
告
》

総総 

会 

議 

案

総 

会 

議 

案

総 

会 

議 

案

3,228,435
繰
越
金

会報印刷費
通信費（会報送料＋郵便料）
親和会組織化費
大学院親和会支援費
事務局運営費
（経常経費＋事務局経費＋事務局員費）
　合　　　　計

502,421
779,957
94,000
98,700

1,818,243

3,293,321

支
出
の
部

平成20年度繰越金
年会費
利息
寄付
第157回親和会余剰金
　合　　　　計

6,022,908
101,440
1,603
21,760
374,045
6,521,756

収
入
の
部

ー
す
べ
て
の
物
事
に
は
ピ
ー
ク
が
あ
る
ー

瓜
生　

敏
之
（
平
成
11
年
退
官
）

　

2
0
1
0
年

８
月
グ
ラ
ス

ゴ
ー
の
美
術
館

で
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
の
絵
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
。

20
年
前
エ
ジ
ン

バ
ラ
で
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
を
見
ら
れ
た
が
、

グ
ラ
ス
ゴ
ー
ま
で
は
足
を
伸
ば
せ
な
か
っ
た
。

反
対
方
向
へ
行
っ
て
、
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

ス
オ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
で
ゴ
ル
フ
し
た
か
ら
で
あ

る
。
両
美
術
館
と
も
そ
れ
ぞ
れ
２
枚
ず
つ
持
っ

て
い
た
が
、
帰
り
に
寄
っ
た
ロ
ン
ド
ン
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
13
枚
も
の
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
を
見
て
、
大
満
足
し
た
。
ハ
ー
グ
と
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
見
た
の
が
始

ま
り
で
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
川

村
美
術
館
な
ど
で
鑑
賞
し
た
。
17
世
紀
の
絵
が

今
で
も
世
界
最
高
な
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
ま
た
、

ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
と
か
ガ
ル
ネ
リ
の
バ
イ
オ
リ

ン
は
数
百
年
前
に
作
ら
れ
、
楽
器
だ
か
ら
使
わ

れ
て
い
る
筈
な
の
に
、
何
故
今
で
も
最
高
な
の

か
，
ず
っ
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
。

　

1
9
6
8―

1
9
7
0
年
にState University 

of 
New 

York 
College 

of 
Forestry

（
現

College of Environm
ental Science and 

Forestry

）
に
留
学
し
、
世
界
最
高
の
高
分
子

合
成
技
術
を
学
ん
だ
。
工
業
化
学
科
松
崎
研
究

室
に
持
ち
帰
り
、
助
手
、
講
師
、
助
教
授
時
代

こ
の
技
術
を
駆
使
し
て
、
不
可
能
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
重
合
を
成
功
さ
せ
た
。
他
大
学
の
優
秀

な
研
究
者
か
ら
危
な
い
か
ら
止
め
ろ
と
警
告
さ

れ
た
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
や
セ
シ
ウ
ム
を
反
応
さ
せ

て
、
触
媒
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
共
に
融
点

が
室
温
に
近
く
て
、
直
ぐ
に
発
火
す
る
。
こ
の

真
空
重
合
技
術
も
他
の
大
学
や
研
究
室
に
お
け

る
高
度
な
合
成
技
術
も
、
既
に
消
滅
し
た
。
今

も
科
学
技
術
振
興
機
構
、
学
位
授
与
機
構
、
２
、

３
の
研
究
助
成
財
団
の
審
査
委
員
を
務
め
て
い

る
の
で
、
大
学
や
研
究
機
関
の
先
端
的
研
究
に

は
触
れ
て
い
る
積
り
で
あ
る
。

　

1
9
9
7
年
〜
2
0
0
0
年
の
３
年
間
、
特

定
領
域
研
究
「
ス
ー
パ
ー
糖
鎖
分
子
」
の
研
究

代
表
を
し
た
時
、
糖
鎖
研
究
は
今
が
ピ
ー
ク
だ

か
ら
、
そ
れ
を
保
つ
努
力
を
す
る
よ
う
に
と
全

員
に
注
意
を
促
し
た
。

　

留
学
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
に
、
も
う
一
つ

ゴ
ル
フ
が
あ
る
。
音
頭
を
取
っ
て
、
の
ら
く
ろ

杯
（
岩
倉
義
男
教
授
）、
た
ぬ
き
杯
（
功
刀
泰
碩

教
授
）
な
ど
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
５
号
館
に
興

し
た
。
講
師
に
な
り
、
40
人
位
の
教
員
で
構
成

さ
れ
た
東
京
大
学
工
学
部
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
入

り
、
他
分
野
の
教
授
・
助
教
授
と
親
し
く
な
っ

た
。
生
産
技
術
研
究
所
教
授
時
代
、
ゴ
ル
フ
仲

間
の
土
木
工
学
科
岡
村
甫
教
授
（
現
高
知
工
科

大
学
理
事
長
）
と
の
共
同
研
究
で
生
ま
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
混
和
剤
は
、
開
発
会
社
が

B
A
S
F
子
会
社
と
な
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、

世
界
の
60
％
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
東
京
大
学
工
学
部
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

は
若
い
講
師
以
上
の
人
達
の
加
入
が
な
く
、
消

滅
状
態
で
あ
る
。

　

大
学
を
代
表
し
て
、
2
0
0
9
年
ハ
ル
ビ
ン

及
び
瀋
陽
の
数
大
学
、
2
0
1
0
年
韓
国
・
晋

州
産
業
大
学
を
公
式
訪
問
し
た
。
国
及
び
大
学

の
勢
い
と
ピ
ー
ク
が
隣
の
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
と
痛
感
し
た
。

　

2
0
1
0
年
念
願
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
旅
行
へ
７
人
の
仲
間
と
行
っ
た
。
生
涯
を
通

じ
て
く
じ
運
が
滅
法
悪
く
期
待
し
て
い
な
か
っ

た
、
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
オ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
の
抽
選
に
２
回
も
当
っ
た
。
７
日
連
続
の
こ

の
ゴ
ル
フ
は
私
の
ゴ
ル
フ
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
。

　

科
研
費
を
貰
っ
て
、
10
年
前
前
任
地
の
帝
京

科
学
大
学
で
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
た
時

に
始
め
た
、
セ
ル
ロ
ー
ス
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を

作
る
研
究
を
続
け
て
お
り
、
あ
と
は
実
験
す
れ

ば
問
題
解
決
す
る
。
2
0
1
0
年
６
月
セ
ン
ト

ル
イ
ス
で
開
か
れ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
会
議
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
、
こ
の
未
解
決
研
究
で
あ
っ
た
。

生
産
技
術
研
究
所
教
授
と
し
て
下
に
助
手
し
か

い
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、
好
奇
心
と
研
究

心
を
保
っ
て
い
る
。

◆理事退任の件
　小宮山　宏（昭和42年化学工学科卒）

◆理事選任の件
　伊藤　　東（昭和41年化学工学科卒）次期会長
　安井　　至（昭和43年合成化学科卒）次期副会長
　北森　武彦（昭和55年教養学部卒）
　加藤　隆史（昭和58年合成化学科卒）
　松野　祐治（昭和60年化学工学科卒）

◆監事選任の件
　平尾　雅彦（昭和56年化学工学科卒）

総 会 議 案　

平
成
22
年
度
版
名
簿
が
や
っ
と
発
行

の
運
び
と
な
り
、
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
皆
様
の
お
手
元
に
は
既
に
届
い
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
校
正
に
手
間
取
り
、
予
定
よ

り
大
分
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
致

し
ま
す
。

お
詫
び

　

前
回
の
「
５

号
館
通
信

N
o
．３
」
は

2
0
0
6
年
春

号
掲
載
で
し
た

の
で
、
こ
の
後

４
年
間
の
動
向

を
中
心
に
５
号
館
の
化
学
・
生
命
系
三
専
攻
の

近
況
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

2
0
0
5
年
４
月
に
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専

攻
の
教
授
で
あ
っ
た
小
宮
山
宏
先
生
が
東
京
大

学
の
第
28
代
総
長
に
就
任
さ
れ
、
以
後
４
年
間
、

法
人
化
後
の
東
大
の
先
頭
に
立
た
れ
ま
し
た
。

小
宮
山
先
生
は
2
0
0
9
年
３
月
に
満
期
で
総

長
を
退
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
大
を
「
卒

業
」
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
益
々
お
元
気

で
ご
活
躍
で
あ
る
こ
と
は
、
親
和
会
会
員
の
皆

様
も
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

間
、
平
尾
公
彦
先
生
（
応
用
化
学
専
攻
）
は
副

学
長
と
し
て
総
長
を
補
佐
さ
れ
、
ま
た
橋
本
和

仁
先
生
（
応
用
化
学
専
攻
）
は
駒
場
の
先
端
科

学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
西
郷
和
彦
先
生

（
化
学
生
命
工
学
専
攻
）
は
附
属
図
書
館
長
、

ま
た
そ
の
他
に
も
学
内
の
多
く
の
要
職
に
５
号

館
関
係
の
教
員
・
卒
業
生
が
着
任
し
ま
し
た
。

更
に
、
北
森
武
彦
先
生
（
応
用
化
学
専
攻
）
が

大
学
院
工
学
系
研
究
科
長
・
工
学
部
長
に
選
出

さ
れ
、
４
月
よ
り
工
学
系
・
工
学
部
の
先
頭
に

立
た
れ
て
い
ま
す
。
法
人
化
後
の
東
大
は
５
号

館
関
係
者
が
牽
引
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
新
３
号
館
の
建
設
と
化
学
・
生
命
系

の
移
動
に
関
す
る
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。
高
度

経
済
成
長
期
ま
っ
た
だ
中
の
昭
和
30
年
代
後
半
、

工
学
部
の
化
学
関
連
の
組
織
が
大
き
く
拡
張
し

た
時
期
に
、
関
係
各
社
の
援
助
も
受
け
、
５
号

館
は
工
学
部
の
化
学
棟
と
し
て
建
造
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
半
世
紀
近
い
日
々
を
経
て
、
５
号
館

の
老
朽
化
も
進
み
、
耐
震
工
事
を
は
じ
め
と
す

る
数
々
の
補
強
工
事
を
行
い
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
化
学
・
生
命
系
の
研
究
・
教

育
の
レ
ベ
ル
は
世
界
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
る

も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

建
物
と
し
て
の
５
号
館
の
現
状
は
厳
し
い
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
５
号
館
の
建
て
替

え
に
関
す
る
話
題
は
、
随
分
以
前
よ
り
出
て
は

消
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
弥
生
門
前
の
３
号
館

を
取
り
壊
し
、
新
３
号
館
を
建
設
す
る
案
が
決

ま
り
、
こ
れ
に
伴
い
工
学
系
の
中
で
い
よ
い
よ

化
学
・
生
命
系
に
そ
の
順
番
が
回
っ
て
き
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
日
の
経
済
状
況
は
５
号
館

建
設
時
と
は
大
き
く
異
な
り
、
国
か
ら
の
援
助

も
な
か
な
か
期
待
で
き
ず
、
ま
た
寄
付
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
た
め
、
工
学
系

初
の
P
F
I
事
業
で
新
３
号
館
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
P
F
I
（p

riv
ate 

finance initiative

：
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
と
は
、
公
共
施

設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
民
間
の

資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し

て
行
う
新
し
い
手
法
で
す
。
詳
細
は

http://www.u-tokyo.ac.jp/fac01/b07_03_j.htm
l

を
ご
参
照
下
さ
い
。
建
設
後
に
は
、
借
室
料
等

の
収
入
に
よ
り
、
建
設
費
を
返
還
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
ず
、
大
学
に
お
い
て
も
、
組
織
と
し
て

の
経
営
能
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。
３
年
後
の
完
成
に
向
け
て
、
既
に
旧
３

号
館
の
取
り
壊
し
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

11
月
の
親
和
会
総
会
の
際
に
は
是
非
ご
覧
に

な
っ
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
新
３
号
館
で
化

学
・
生
命
系
に
割
り
当
て
ら
れ
た
面
積
に
、
現

在
の
す
べ
て
の
施
設
を
移
動
す
る
こ
と
は
無
理

な
状
況
で
、
講
義
室
や
一
部
の
研
究
ス
ペ
ー
ス

は
５
号
館
に
残
る
予
定
で
す
。
現
在
、
各
専
攻

の
フ
ロ
ア
の
割
り
当
て
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

３
年
後
の
親
和
会
総
会
の
頃
に
は
、
卒
業
生
の

皆
様
に
も
新
３
号
館
を
お
披
露
目
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
学
生
の
進
路
に
関
す
る
話
題
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
N
o
．３
で
も
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
学
生
の
就
職
活

動
の
早
期
化
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
学
生
は
大
学
院
修
士
課
程
に
入
学
し
て

早
々
に
就
職
活
動
を
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

就
職
活
動
に
多
く
の
時
間
を
割
か
れ
、
勉
学
や

研
究
に
多
く
の
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
西
郷
先
生
の
呼
び
か
け
で
全
国
の
化
学
系

32
専
攻
・
学
科
が
連
名
で
記
者
会
見
を
開
く
、

８
大
学
の
工
学
部
長
会
議
が
声
明
を
出
す
な
ど
、

正
常
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

日
本
で
は
修
士
課
程
修
了
後
に
企
業
に
就
職

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
海
外
に
お
い

て
は
博
士
課
程
の
卒
業
生
が
企
業
を
含
め
た

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
我
々
も
大

学
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る

博
士
の
養
成
も
き
わ
め
て
重
要
だ
と
考
え
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
革
す
る
と
と
も
に
、
日
々
の

研
究
を
通
じ
て
学
生
た
ち
に
も
こ
の
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
2
0
0
8
年
12
月
に
は
親
和
会

主
催
の
講
演
会
「
化
学
出
身
の
産
業
人
は
今
後

ど
う
あ
り
た
い
か
」
が
開
催
さ
れ
、
瀬
田
重
敏

氏
（
1
9
6
0
年
応
用
化
学
科
卒
・
元
旭
化
成

株
式
会
社
専
務
取
締
役
）
よ
り
、
学
生
に
向
け

て
、
企
業
に
入
っ
た
ら
何
が
求
め
ら
れ
る
か
が

紹
介
さ
れ
、
博
士
課
程
進
学
が
お
薦
め
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
職
に
関

し
て
は
今
も
昔
も
先
輩
方
の
サ
ポ
ー
ト
は
学
生

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
で
す
。
経
済
状
況

が
厳
し
き
折
り
、
様
々
な
面
で
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻　

専
攻
長
・
教
授　

大
久
保
達
也



《
平
成
21
年
度
会
計
報
告
》

総総 

会 

議 

案

総 

会 

議 

案

総 

会 

議 

案

3,228,435
繰
越
金

会報印刷費
通信費（会報送料＋郵便料）
親和会組織化費
大学院親和会支援費
事務局運営費
（経常経費＋事務局経費＋事務局員費）
　合　　　　計

502,421
779,957
94,000
98,700

1,818,243

3,293,321

支
出
の
部

平成20年度繰越金
年会費
利息
寄付
第157回親和会余剰金
　合　　　　計

6,022,908
101,440
1,603
21,760
374,045
6,521,756

収
入
の
部

ー
す
べ
て
の
物
事
に
は
ピ
ー
ク
が
あ
る
ー

瓜
生　

敏
之
（
平
成
11
年
退
官
）

　

2
0
1
0
年

８
月
グ
ラ
ス

ゴ
ー
の
美
術
館

で
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
の
絵
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
。

20
年
前
エ
ジ
ン

バ
ラ
で
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
を
見
ら
れ
た
が
、

グ
ラ
ス
ゴ
ー
ま
で
は
足
を
伸
ば
せ
な
か
っ
た
。

反
対
方
向
へ
行
っ
て
、
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

ス
オ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
で
ゴ
ル
フ
し
た
か
ら
で
あ

る
。
両
美
術
館
と
も
そ
れ
ぞ
れ
２
枚
ず
つ
持
っ

て
い
た
が
、
帰
り
に
寄
っ
た
ロ
ン
ド
ン
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
13
枚
も
の
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
を
見
て
、
大
満
足
し
た
。
ハ
ー
グ
と
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
見
た
の
が
始

ま
り
で
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
川

村
美
術
館
な
ど
で
鑑
賞
し
た
。
17
世
紀
の
絵
が

今
で
も
世
界
最
高
な
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
ま
た
、

ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
と
か
ガ
ル
ネ
リ
の
バ
イ
オ
リ

ン
は
数
百
年
前
に
作
ら
れ
、
楽
器
だ
か
ら
使
わ

れ
て
い
る
筈
な
の
に
、
何
故
今
で
も
最
高
な
の

か
，
ず
っ
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
。

　

1
9
6
8―

1
9
7
0
年
にState University 

of 
New 

York 
College 

of 
Forestry

（
現

College of Environm
ental Science and 

Forestry

）
に
留
学
し
、
世
界
最
高
の
高
分
子

合
成
技
術
を
学
ん
だ
。
工
業
化
学
科
松
崎
研
究

室
に
持
ち
帰
り
、
助
手
、
講
師
、
助
教
授
時
代

こ
の
技
術
を
駆
使
し
て
、
不
可
能
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
重
合
を
成
功
さ
せ
た
。
他
大
学
の
優
秀

な
研
究
者
か
ら
危
な
い
か
ら
止
め
ろ
と
警
告
さ

れ
た
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
や
セ
シ
ウ
ム
を
反
応
さ
せ

て
、
触
媒
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
共
に
融
点

が
室
温
に
近
く
て
、
直
ぐ
に
発
火
す
る
。
こ
の

真
空
重
合
技
術
も
他
の
大
学
や
研
究
室
に
お
け

る
高
度
な
合
成
技
術
も
、
既
に
消
滅
し
た
。
今

も
科
学
技
術
振
興
機
構
、
学
位
授
与
機
構
、
２
、

３
の
研
究
助
成
財
団
の
審
査
委
員
を
務
め
て
い

る
の
で
、
大
学
や
研
究
機
関
の
先
端
的
研
究
に

は
触
れ
て
い
る
積
り
で
あ
る
。

　

1
9
9
7
年
〜
2
0
0
0
年
の
３
年
間
、
特

定
領
域
研
究
「
ス
ー
パ
ー
糖
鎖
分
子
」
の
研
究

代
表
を
し
た
時
、
糖
鎖
研
究
は
今
が
ピ
ー
ク
だ

か
ら
、
そ
れ
を
保
つ
努
力
を
す
る
よ
う
に
と
全

員
に
注
意
を
促
し
た
。

　

留
学
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
に
、
も
う
一
つ

ゴ
ル
フ
が
あ
る
。
音
頭
を
取
っ
て
、
の
ら
く
ろ

杯
（
岩
倉
義
男
教
授
）、
た
ぬ
き
杯
（
功
刀
泰
碩

教
授
）
な
ど
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
５
号
館
に
興

し
た
。
講
師
に
な
り
、
40
人
位
の
教
員
で
構
成

さ
れ
た
東
京
大
学
工
学
部
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
入

り
、
他
分
野
の
教
授
・
助
教
授
と
親
し
く
な
っ

た
。
生
産
技
術
研
究
所
教
授
時
代
、
ゴ
ル
フ
仲

間
の
土
木
工
学
科
岡
村
甫
教
授
（
現
高
知
工
科

大
学
理
事
長
）
と
の
共
同
研
究
で
生
ま
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
混
和
剤
は
、
開
発
会
社
が

B
A
S
F
子
会
社
と
な
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、

世
界
の
60
％
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
東
京
大
学
工
学
部
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

は
若
い
講
師
以
上
の
人
達
の
加
入
が
な
く
、
消

滅
状
態
で
あ
る
。

　

大
学
を
代
表
し
て
、
2
0
0
9
年
ハ
ル
ビ
ン

及
び
瀋
陽
の
数
大
学
、
2
0
1
0
年
韓
国
・
晋

州
産
業
大
学
を
公
式
訪
問
し
た
。
国
及
び
大
学

の
勢
い
と
ピ
ー
ク
が
隣
の
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
と
痛
感
し
た
。

　

2
0
1
0
年
念
願
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
旅
行
へ
７
人
の
仲
間
と
行
っ
た
。
生
涯
を
通

じ
て
く
じ
運
が
滅
法
悪
く
期
待
し
て
い
な
か
っ

た
、
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
オ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
の
抽
選
に
２
回
も
当
っ
た
。
７
日
連
続
の
こ

の
ゴ
ル
フ
は
私
の
ゴ
ル
フ
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
。

　

科
研
費
を
貰
っ
て
、
10
年
前
前
任
地
の
帝
京

科
学
大
学
で
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
た
時

に
始
め
た
、
セ
ル
ロ
ー
ス
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を

作
る
研
究
を
続
け
て
お
り
、
あ
と
は
実
験
す
れ

ば
問
題
解
決
す
る
。
2
0
1
0
年
６
月
セ
ン
ト

ル
イ
ス
で
開
か
れ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
会
議
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
、
こ
の
未
解
決
研
究
で
あ
っ
た
。

生
産
技
術
研
究
所
教
授
と
し
て
下
に
助
手
し
か

い
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、
好
奇
心
と
研
究

心
を
保
っ
て
い
る
。

◆理事退任の件
　小宮山　宏（昭和42年化学工学科卒）

◆理事選任の件
　伊藤　　東（昭和41年化学工学科卒）次期会長
　安井　　至（昭和43年合成化学科卒）次期副会長
　北森　武彦（昭和55年教養学部卒）
　加藤　隆史（昭和58年合成化学科卒）
　松野　祐治（昭和60年化学工学科卒）

◆監事選任の件
　平尾　雅彦（昭和56年化学工学科卒）

総 会 議 案　

平
成
22
年
度
版
名
簿
が
や
っ
と
発
行

の
運
び
と
な
り
、
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
皆
様
の
お
手
元
に
は
既
に
届
い
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
校
正
に
手
間
取
り
、
予
定
よ

り
大
分
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
致

し
ま
す
。

お
詫
び

　

前
回
の
「
５

号
館
通
信

N
o
．３
」
は

2
0
0
6
年
春

号
掲
載
で
し
た

の
で
、
こ
の
後

４
年
間
の
動
向

を
中
心
に
５
号
館
の
化
学
・
生
命
系
三
専
攻
の

近
況
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

2
0
0
5
年
４
月
に
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専

攻
の
教
授
で
あ
っ
た
小
宮
山
宏
先
生
が
東
京
大

学
の
第
28
代
総
長
に
就
任
さ
れ
、
以
後
４
年
間
、

法
人
化
後
の
東
大
の
先
頭
に
立
た
れ
ま
し
た
。

小
宮
山
先
生
は
2
0
0
9
年
３
月
に
満
期
で
総

長
を
退
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
大
を
「
卒

業
」
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
益
々
お
元
気

で
ご
活
躍
で
あ
る
こ
と
は
、
親
和
会
会
員
の
皆

様
も
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

間
、
平
尾
公
彦
先
生
（
応
用
化
学
専
攻
）
は
副

学
長
と
し
て
総
長
を
補
佐
さ
れ
、
ま
た
橋
本
和

仁
先
生
（
応
用
化
学
専
攻
）
は
駒
場
の
先
端
科

学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
西
郷
和
彦
先
生

（
化
学
生
命
工
学
専
攻
）
は
附
属
図
書
館
長
、

ま
た
そ
の
他
に
も
学
内
の
多
く
の
要
職
に
５
号

館
関
係
の
教
員
・
卒
業
生
が
着
任
し
ま
し
た
。

更
に
、
北
森
武
彦
先
生
（
応
用
化
学
専
攻
）
が

大
学
院
工
学
系
研
究
科
長
・
工
学
部
長
に
選
出

さ
れ
、
４
月
よ
り
工
学
系
・
工
学
部
の
先
頭
に

立
た
れ
て
い
ま
す
。
法
人
化
後
の
東
大
は
５
号

館
関
係
者
が
牽
引
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
新
３
号
館
の
建
設
と
化
学
・
生
命
系

の
移
動
に
関
す
る
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。
高
度

経
済
成
長
期
ま
っ
た
だ
中
の
昭
和
30
年
代
後
半
、

工
学
部
の
化
学
関
連
の
組
織
が
大
き
く
拡
張
し

た
時
期
に
、
関
係
各
社
の
援
助
も
受
け
、
５
号

館
は
工
学
部
の
化
学
棟
と
し
て
建
造
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
半
世
紀
近
い
日
々
を
経
て
、
５
号
館

の
老
朽
化
も
進
み
、
耐
震
工
事
を
は
じ
め
と
す

る
数
々
の
補
強
工
事
を
行
い
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
化
学
・
生
命
系
の
研
究
・
教

育
の
レ
ベ
ル
は
世
界
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
る

も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

建
物
と
し
て
の
５
号
館
の
現
状
は
厳
し
い
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
５
号
館
の
建
て
替

え
に
関
す
る
話
題
は
、
随
分
以
前
よ
り
出
て
は

消
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
弥
生
門
前
の
３
号
館

を
取
り
壊
し
、
新
３
号
館
を
建
設
す
る
案
が
決

ま
り
、
こ
れ
に
伴
い
工
学
系
の
中
で
い
よ
い
よ

化
学
・
生
命
系
に
そ
の
順
番
が
回
っ
て
き
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
日
の
経
済
状
況
は
５
号
館

建
設
時
と
は
大
き
く
異
な
り
、
国
か
ら
の
援
助

も
な
か
な
か
期
待
で
き
ず
、
ま
た
寄
付
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
た
め
、
工
学
系

初
の
P
F
I
事
業
で
新
３
号
館
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
P
F
I
（p

riv
ate 

finance initiative

：
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
と
は
、
公
共
施

設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
民
間
の

資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し

て
行
う
新
し
い
手
法
で
す
。
詳
細
は

http://www.u-tokyo.ac.jp/fac01/b07_03_j.htm
l

を
ご
参
照
下
さ
い
。
建
設
後
に
は
、
借
室
料
等

の
収
入
に
よ
り
、
建
設
費
を
返
還
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
ず
、
大
学
に
お
い
て
も
、
組
織
と
し
て

の
経
営
能
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。
３
年
後
の
完
成
に
向
け
て
、
既
に
旧
３

号
館
の
取
り
壊
し
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

11
月
の
親
和
会
総
会
の
際
に
は
是
非
ご
覧
に

な
っ
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
新
３
号
館
で
化

学
・
生
命
系
に
割
り
当
て
ら
れ
た
面
積
に
、
現

在
の
す
べ
て
の
施
設
を
移
動
す
る
こ
と
は
無
理

な
状
況
で
、
講
義
室
や
一
部
の
研
究
ス
ペ
ー
ス

は
５
号
館
に
残
る
予
定
で
す
。
現
在
、
各
専
攻

の
フ
ロ
ア
の
割
り
当
て
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

３
年
後
の
親
和
会
総
会
の
頃
に
は
、
卒
業
生
の

皆
様
に
も
新
３
号
館
を
お
披
露
目
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
学
生
の
進
路
に
関
す
る
話
題
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
N
o
．３
で
も
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
学
生
の
就
職
活

動
の
早
期
化
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
学
生
は
大
学
院
修
士
課
程
に
入
学
し
て

早
々
に
就
職
活
動
を
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

就
職
活
動
に
多
く
の
時
間
を
割
か
れ
、
勉
学
や

研
究
に
多
く
の
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
西
郷
先
生
の
呼
び
か
け
で
全
国
の
化
学
系

32
専
攻
・
学
科
が
連
名
で
記
者
会
見
を
開
く
、

８
大
学
の
工
学
部
長
会
議
が
声
明
を
出
す
な
ど
、

正
常
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

日
本
で
は
修
士
課
程
修
了
後
に
企
業
に
就
職

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
海
外
に
お
い

て
は
博
士
課
程
の
卒
業
生
が
企
業
を
含
め
た

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
我
々
も
大

学
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る

博
士
の
養
成
も
き
わ
め
て
重
要
だ
と
考
え
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
革
す
る
と
と
も
に
、
日
々
の

研
究
を
通
じ
て
学
生
た
ち
に
も
こ
の
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
2
0
0
8
年
12
月
に
は
親
和
会

主
催
の
講
演
会
「
化
学
出
身
の
産
業
人
は
今
後

ど
う
あ
り
た
い
か
」
が
開
催
さ
れ
、
瀬
田
重
敏

氏
（
1
9
6
0
年
応
用
化
学
科
卒
・
元
旭
化
成

株
式
会
社
専
務
取
締
役
）
よ
り
、
学
生
に
向
け

て
、
企
業
に
入
っ
た
ら
何
が
求
め
ら
れ
る
か
が

紹
介
さ
れ
、
博
士
課
程
進
学
が
お
薦
め
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
職
に
関

し
て
は
今
も
昔
も
先
輩
方
の
サ
ポ
ー
ト
は
学
生

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
で
す
。
経
済
状
況

が
厳
し
き
折
り
、
様
々
な
面
で
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻　

専
攻
長
・
教
授　

大
久
保
達
也



　

吉
川
貞
雄
先

生
は
、
東
大

ボ
ー
ト
部
で

コ
ッ
ク
ス
を

担
っ
た
ス
リ
ム

な
体
型
の
学
生

だ
っ
た
と
伺
い

ま
し
た
。
私
が
院
生
と
し
て
配
属
頂
い
た
頃
に

は
、
そ
の
面
影
を
探
す
の
が
難
し
い
堂
々
た
る

体
躯
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
身
の
こ

な
し
が
柔
ら
か
い
と
感
じ
た
の
は
、
か
つ
て
ス

リ
ム
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
名

残
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
確
か
に
、
先
生
が
大
切

に
さ
れ
て
い
た
桑
田
勉
先
生
と
対
談
さ
れ
た
記

事
中
の
写
真
で
拝
見
し
た
若
き
吉
川
先
生
は
、

気
鋭
の
青
年
学
者
然
と
し
て
お
ら
れ
ま
し
た

（
注
）。
副
題
に
あ
る
「
混
系
の
す
す
め
」
は
、

か
つ
て
吉
川
先
生
が
あ
る
学
術
誌
で
巻
頭
言
の

タ
イ
ト
ル
に
さ
れ
た
語
録
の
一
つ
で
す
。
社
会

の
発
展
の
た
め
に
、
文
科
と
理
科
を
融
合
す
る

こ
と
の
意
義
を
表
さ
れ
た
一
文
で
す
が
、
こ
の

よ
う
なCoordinate

を
随
所
で
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。「
化
学
と
工
業
」
誌
の
編
集
委
員

長
の
時
に
は
、
ま
っ
た
く
畑
違
い
の
岡
本
太
郎

に
巻
頭
言
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、
会
員
３
万
人

が
読
む
こ
と
を
伝
え
た
ら
書
い
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
よ
、
と
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
さ
れ
た

の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
研
究
室
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
皆
が
待
つ
中
へEtw

as neues? 

と
ご

機
嫌
で
登
場
さ
れ
る
の
が
常
で
し
た
。

　

東
大
退
官
後
は
、
慶
応
義
塾
大
学
教
授
を
経

て
、
本
学
の
特
別
専
任
教
授
を
、
さ
ら
に
そ
の

ご
定
年
後
の
非
常
勤
講
師
を
お
引
き
受
け
頂
き

ま
し
た
。
化
学
の
授
業
中
で
の
哲
学
的
な
お
話

に
は
、
理
解
の
仕
方
で
学
生
た
ち
の
評
価
が

は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
あ
る
時
、

掛
け
合
い
で
一
緒
に
授
業
を
や
っ
て
み
よ
う
や
、

と
の
畏
れ
多
い
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。「
ダ

ン
チ
ュ
ウ
」
を
知
っ
て
い
る
か
い
と
問
わ
れ
た

直
後
で
、
ど
こ
で
聞
い
た
か
な
？
な
ど
と
迷
う

程
度
で
し
た
か
ら
、
浅
学
が
ば
れ
る
の
を
恐
れ

て
そ
の
ま
ま
に
し
た
の
が
今
に
し
て
悔
や
ま
れ

ま
す
。
ダ
ン
チ
ュ
ウ
は
、「
男
子
厨
房
に
入
る

べ
し
」
を
掲
げ
た
ま
だ
創
刊
間
も
な
か
っ
た
雑

誌
名
で
、
自
他
と
も
に
食
通
を
認
め
る
先
生
ら

し
い
問
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
頃
に
あ
っ
た
本
学
の
学
長
選
挙
に
際
し

て
は
、
東
大
学
長
補
佐
時
代
を
思
い
出
さ
れ
た

の
か
、「
あ
あ
い
う
職
は
、
や
り
た
が
っ
て
い

る
や
つ
に
や
ら
せ
た
ら
だ
め
な
ん
だ
よ
」
と
、

い
つ
も
の
調
子
で
さ
ら
り
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
塩
野
七
生
の
著
書
を
愛
読
し
て
お
ら

れ
、
豊
か
な
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
変
わ
ら
ぬ

批
評
ぶ
り
に
納
得
し
た
も
の
で
す
。
完
全
な
ご

引
退
後
は
、
都
内
中
で
切
手
を
売
り
捌
く
の
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ
並
み
に

収
集
さ
れ
た
数
々
を
捌
く
に
は
鬼
籍
に
入
る
の

が
早
過
ぎ
ま
し
た
。
気
が
付
け
ば
後
ろ
に
お
ら

れ
、
誰
も
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
姿
を
消
し
て

し
ま
う
、
先
生
特
有
の
「
美
学
」
を
完
遂
さ
れ

た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

吉
川
研
で
の
想
い
出
の
多
く
は
、
先
生
と
の

巡
り
合
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
矢
野
重
信
先

生
や
仲
間
と
の
出
会
い
の
場
だ
っ
た
こ
と
と
切

り
離
せ
ま
せ
ん
。
佐
分
利
正
彦
先
生
、
碇
屋
隆

雄
先
生
、
村
田
隆
先
生
、
企
業
か
ら
の
研
究
員

に
至
る
ま
で
、
絶
妙
な
人
材
バ
ラ
ン
ス
の
大
研

究
室
最
盛
期
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
若
者
と
日
々
を
過
ご
す
身
と
な
り
、

当
時
体
感
し
た
研
究
の
楽
し
さ
を
学
生
た
ち
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
か
を
自
己
点
検
の
基
準
に
し

て
い
ま
す
。
期
せ
ず
し
て
本
稿
を
寄
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
東
大
後
の
先
生
の
ご
様
子

を
記
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
諸

先
生
、
先
輩
や
仲
間
た
ち
へ
の
相
談
も
な
く
引

き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
学
部
生
時
代
に
先

生
と
の
貴
重
な
想
い
出
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
恐
縮
で
す
。
近
い
う
ち
に
集
ま
っ
て
、

語
り
合
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
に
第

1
5
9
回
親
和
会
総
会
・
懇
親
会
を
東
京
大
学

山
上
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和

60
年
卒
、
平
成
７
年
卒
の
８
名
が
幹
事
を
務
め

て
お
り
、
楽
し
い
企
画
を
考
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
実
は
私
は
昭
和
47
年
卒
で
同
期
は
ち
ょ
う

ど
還
暦
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
み
ん
な
元
気

い
っ
ぱ
い
で
す
。
12
年
前
の
親
和
会
総
会
に
は
同

期
30
名
が
集
ま
り
、
そ
の
後
で
近
く
の
飲
み
屋
で

同
期
会
を
開
い
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
も
親
和
会
総
会
の
後
で
「
ポ
ス
ト
還
暦
同

窓
会
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
親
和

会
を
活
用
し
て
同
期
会
を
開
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
今
年
度
は
３
年
お
き
の
親
和
会
名
簿

発
行
の
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
10
月
末
に
完
成
し

ま
す
。
是
非
多
く
の
方
に
購
入
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
で
は
、
11
月
23
日
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

（
記
／
尾
嶋
正
治
）
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